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Into my Packet

後藤滋樹の新・社会楽
第51回「ウイルス退治」
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【ウイルスに感染？】

いつも電子メールで連絡をしている友人から、久し振りに電

話がかかってきた。「後藤さん落ち着いてください。昨日の妙な

電子メールにはウイルスが入っていますよ。そちらは大丈夫です

か。マシンの調子はおかしくないですか。ワクチンソフトをすぐ

に届けましょうか」

【ありがたい試供品のワクチン】

そう言えば、昨日は変なメールを受け取って、その添付ファイ

ルが読めずに苦労した。ウイルスが付いていたとすると、かえっ

て読めないほうが良かったのかもしれない。しかし放置はできな

いぞ。私から感染が広がるのは避けたい。近所の店でもワクチン

ソフトを販売しているのだが、こんなに深夜では営業していない。

ありがたいことに、本誌の付録のCD-ROMにはワクチンの試

用版が収録されている。また日本のウイル

ス対策の本家であるIPAのホームページ

（www.ipa.go.jp）には、市販されている

ワクチンソフトの情報が載っており、試供

品がインターネット経由でダウンロードで

きる会社もある。とりあえず、これで試し

てみよう。

試供品は30日間に使用が限定されてい

るものが多い。また多少は機能が制限され

ている。試供品ではウイルスの検出はでき

るが、対策までは面倒を見てくれないとか、試供品では最新のウ

イルスに対応するアップデートができないとか種々の制約がある。

これは仕方があるまい。タダで贅沢は言えない。

【ワクチン同士の戦い】

CD-ROMとインターネット経由のダウンロードを利用して、3

種類のワクチンが揃った。まずA社の製品を試す。割に簡単に

チェックが完了した「ウイルスは検出されませんでした」。これで

一安心だが、せっかくなのでほかのワクチンも試そう。B社のワ

クチンは簡単にインストールできた。試供品でも最新のウイルス

を検出できるという。説明に従ってボタンをクリックしていくと、

インターネット経由でFTPが行われてアップデートが完了した。

これで最新というのだから、また安心感が高まる。

C社の製品を試そうとすると、インストールの途中で他社のワ

クチンソフトを検出した旨のメッセージが出る。A社のワクチン

を外すべしということなので、それに従ってAをアンインストー

ルする。ワクチン同士は仲が悪いらしい。それにしても他社のワ

クチンを外させるとは面白い。この分野の競争は激しいのか。

それにしても、このC社のワクチンはJavaScriptを克明にチ

ェックするらしい。先ほどから進行速度が急に鈍くなった。私も

意識しないうちに、相当にJavaの世話になっている。私のディ

スクには、こんなにJava関連のファイルがあったのか。C社のワ

クチンソフトは結局2時間も費やしてウイルス発見せずというメ

ッセージを出力した。A、Bのワクチンは数分で走行した。この

差は大きい。

【ウイルスの絶滅は難しい】

ワクチンソフトの説明書を読むと、世の中には何万種類のウ

イルスがあるという。その動作を見ると、単なるイタズラに過ぎ

ないものもあり、またマシンに深刻な悪影響を及ぼすものもある。

私は計算機屋であるから、ウイルスの動

作には興味がある。ただし昨今のウイルス

の急増は、いわゆるマクロウイルスによるも

のが多い。まさに私が遭遇したように、電

子メールの添付ファイルとして送られる文書

や表計算のシートに、隠れた動作がマクロ

として記述してある。

ウイルスを作成したり、それをばらまいた

りする行為は社会的には許されないものだ。

しかしウイルスを根絶するのは難しい。無意

識のうちに媒介者となってしまうことだってあり得る。それに対

抗するワクチンの技術があるのは幸いである。そう言えば私の自

宅のパソコンには最初からワクチンが入っていた。最近、大学で

大量に納入されたマシンにも最初から組み込まれている。

【ワクチンは必需品か】

結局のところ、私のマシンでは3種類のワクチンを使っても、

その日はウイルスを発見できなかった。これで安心すべきであろ

うが、ちょっと気になる。私の友人はウイルスを発見したという

電話をくれた。私のほうで発見できなかったのは、試供品のワク

チンのためなのか。

一応チェック済みとなったマシンを使って電子メールで連絡を

する。いつもと変わらない。「こちら異常なし。ウイルスを発見

できず。」友人からの返事がすぐに届く。「あのウイルスはマッキ

ントッシュのものでした。後藤さんがウィンドウズならば関係な

い筈です。」あーあ。それを最初に教えて欲しかった。
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